
 

 

 

 

            

  

  

 

 

 

 

                      

    

 

 

 

 
 
 
 
                         

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 

雪解けと共に蕗の薹が目を出し、 

梅が咲き、桜が舞い筍が顔を出す 

・・季節の移ろいを楽しみながら 

も時の速さに心がついていかない 

気もしております。 

早いもので GW に突入ですね！ 

4 月より新年度が始まりましたが 

新しい環境にもそろそろ慣れた頃 

ではないでしょうか？ 

ボーイスカウトも今年度より 4 

月スタートとなりましたので私達育成会も指導者も

新体制でさまざまなプログラムの準備などで慌しい

スタートとなりました。 

中でも 8 月 8 日より 14 日まで開催される団ボリー

の準備もリーダーが中心になり団ボリー実行委員会

で進めております。 

今回は清里（山梨県北杜市高根町清里）で開催とな

ります。スカウトは夏のキャンプを経験する事でひと

まわり大きくなれます。 

また保護者も参加して頂き、是非スカウトの成長を

ご自分の目と心で見てください。そして一緒に夏の思

い出を作ってください。 

第 1 回目の募集がはじまりました。キャンセルはで

きますので参加できる可能性があれば是非お申し込

みして下さい。 

4 月 3 日（日）、祐天寺・祐光殿において２０１６年度の入団・

上進式が行われました。 

来賓のご祝辞を頂き、指導者の任命、新入団スカウトの入

団セレモニー、各隊間の上進セレモニーがおこなわれ新年

度の体制が出来上がりました。この後、昨年度の表彰をおこ

ない、式の第一部は終了しました。 

後半第二部は、みんなでお弁当を頂きながら「ボーイスカ

ウト活動を知る」というテーマで、田邉副団委員長のプレゼ

ン及び昨年度開催されたボーイスカウト最大のイベント、世

界ジャンボリーについてテレビ報道の録画映像などを交え、

その様子の紹介がありました。 

今年は 4 年に一度の団ボリーの年です。団ボリーの成功

と、各隊の充実した 1年を願い、目黒 1団の新年度がスタート

いたしました！！ 

カブ隊には対象年代の体験者が 1 名来てくれました

ので、一緒にプログラムを行いました。屋内での実施と

なりましたが、ゲームは盛り上がりを見せました。特に

尾っぽとりは白熱した展開となり、見学に来られた方は

驚いていたようでした。今回が今年度最初の集会とな

りましたが、スカウトは組のメンバーと打ち解けていけ

たようでした。 

ビーバー隊では皆んなで

『大きな輪』を歌い、『鬼のパ

ンツ』『猛獣狩り』『じゃんけん

ゲーム』など、初めての子供

たちでも 馴染みやすい内容

で、楽しく参加することがで

きたのではないかと思いま

す。 

最後に、体験の記念に 折

り紙のメダルをプレゼントし

ました。解散後も なかなか

ビーバー隊から離れないお

友達もおり、引き続きの参加

を期待しています。 

ボーイ隊は今年度初めて

の活動として前日から祐遊

広場にて一泊キャンプを行

いました。上進者も多いの

で改めて、基礎訓練を全員

でしっかり行いました。 

夜の夜話では、新しいメ

ンバーのことやリーダーの

ことが良く分かったのでは

ないかと思います。体験集

会では、ボーイ隊からダッチ

オーブンを使った蒸し料理

を提供しました。  

 

 

4 月 17 日（日）・新年度を迎え、新たらしい仲間を増やすた

め、「体験集会＝ボーイスカウトと遊ぼうＤＡＹ」を開催しまし

た。祐遊広場で実施予定でしたが、悪天候のため祐光殿に会

場を移して行われました。今回もボーイ隊が一泊訓練に引き

続き、参加者に軽食のサービスをおこないました。 

また、次の週 24 日にもおこなわれ、両日合わせて 20 人を

超える方が参加してくれました。仲間が大勢増えるといいで

すね！！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の活動方針及び隊長の抱負 

昨年度は人数が少なかったこともあり、ボー 

イ隊におけるスカウト活動の根幹である班活動 

を充分な形で行う事が出来ないケースがありました。また、

一班体制だった為に、班同士の競争や自立性を確保する

ことも難しかった面がありました。 

 今年度はカブ隊からの上進者が多く、再び複数班の体

制を整えることができましたので、班体制・班活動の充実

化の「再始動」の意味を込めて、「Ｒｅｓｔａｒｔ」を今年度の年

間テーマとして掲げ、スカウト活動のより一層の発展に邁

進してまいりたいと思います。 
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活動目標と抱負 

 今年度カブ隊の隊長を務めさせていただき 

ます飯島雅也と申します。今年度のカブ隊は、 

｢take a new step｣という活動方針といたしました。日本語

にすると｢新たな 1 歩を踏み出す｣といった意味合いになり

ます。最近行われました上進時期や進歩過程の変更によっ

て、今年度が新たな制度の下でスタートした初めての年度

となり、カブ隊にとって新しい 1歩となることでしょう。また、

今年度目黒 1 団では、ビーバー隊より多くのスカウトがカブ

隊に上進してくれましたことで、カブ隊は 1 年目のうさぎス

カウトが比率として非常に多くなりました。ゆえに、様々な

面でスカウトにとって新たな 1 歩となると思います。そして

最後に、私自身も初めて隊長を務めることとなり、指導者

も新たな 1歩を踏み出しています。今年度、この方針に基づ

き、これまでのカブ隊の伝統を受け継ぎつつ、新たな 1 歩と

なる活動を展開していきたいと考えております。まだまだ

未熟者ではありますが 1 年間よろしくお願いいたします！ 

 

《今年度の活動方針》 

1.元気と笑顔 

スカウトの元気と笑顔は宝です 

活動を通したくさん引き出せるよう努力したいと思います 

2.思いやりと感謝 

小さなことにも 思いやりと感謝をもって行動できる感性

を養って行きたいと思います 

3.低学年なりの一般常識 

『常識は 1 日にして身に付かず』子供なりの常識を身に付

け、より良き社会人の育成につとめたいと考えます 

今年度も 元気一杯のスカウト勢揃いです。ビーバー隊ら

しい活動ができるようリーダー一丸となって頑張りたいと

思います。 

 

ボーイ隊までは指導者が決めたことや、指導 

者が考えた企画に参加していました。いわば作 

られたレールに乗るだけです。 

ベンチャー隊では企画そのものを自分達で考えます。 

企画どころか会議の場所や集まる日時も、皆の予定を調

整し自分達で決めなければいけません。 

それはレールそのものを自分達で作ることです。 

今までは自分のことだけを考えて行動していましたが、こ

れからは他人の事を考え色々と調整するコミュニケーショ

ンが必要になります。ただ、それさえもなかなかうまくいき

ません。 

うまくいかない時、二つのタイプに分かれます。 

突然、連絡が取れなくなる「行方不明型」と何事にも責任

を持って完結できる「信頼型」です。 

ボーイスカウトの「ちかい」にある「名誉」は「信頼」される

ことです。 

どちらがボーイスカウトらしいかはよく分かっていると思い

ますが、時々行方不明者が現れ、捜索願いを出したい気分

になります。 

これから社会に出るために、大切なこと・必要なことを学

び始める年代のベンチャー隊ですから失敗は当たり前で

す。失敗は後悔するためではなく、反省して次につなげる

ものです。 

失敗を恐れず、何事にもチャレンジして欲しいと思いま

す。 

そして、皆に信頼されるバランスのとれた人間力を身につ

けてほしいと願っています。 

 

 ローバー隊は、スカウトの大部分が各隊の指導 

者となっており、そちらの活動が主となり、なかな 

か隊としての活動ができませんでした。  

今年は隊としての独自活動を目指します！ 


